
日高圏域の障がい者
雇用の現状



日高圏域の現状
• 今年度の状況

新規就労１件 新規相談２件

相談内容

一般就労を希望されたケース

障がい者専用求人で応募を検討していたが求人自体が無く応募ができない状態

福祉就労と一般就労を悩んでいるケース

基本的には福祉就労で考えていたが、一般就労も気になり相談されたケースです。

自宅の近辺に応募可能な求人が無く福祉就労に絞って検討する事になった。



就業・生活支援センターとして感じること
現状では日高圏域に障がい者専用求人は潤沢にあるとは言えないと思います。
しかし、企業では人員が不足している状況も継続しているので、障害のある方
の特性を活かした業務であれば企業の戦力に十分なりうる事を発信していくこ
とが重要だと考えています。
簡単な事ではありませんが、就業・生活支援センターとして地域の会議や実際
の現場で伝えていきたいと考えております。日高圏域の皆様に相談やお願いす
ることもあるかと思います。
その際はよろしくお願いします。



企業が求める障害のある労働者

・基本的な事が習得できている人材
毎日元気良く出社できる。
決められたことは守ることができる。
業務時間内は集中して仕事が出来る。

この３点が出来る人材であれば特性に合わせた業務を切り出しを行うことにより、雇用す
る企業が求める人材になる事が出来ると思います。
一連の業務を全てこなせる人材は少ないと思いますが、業務の切り出しで特定の業務をコ
ツコツと行うことで他の職員も負担が減り効率が良くなった企業も少なくありません。
障害のある方や支援者だけが努力するのではなく、企業の協力のもとで業務の切り出しを
行えれば企業にとっても、働く従業員にとってもメリットのある採用になると思います。



制度改定の方向性について












